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ま
た
、
今
年
か
ら
本
格
的
な
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ(

包
括
旅
行
チ
ャ
ー
タ
ー)

導
入
を
目
前
に
し
て
、
既
存

の
大
都
市
空
港
の
代
替
地
と
し
て
地
方
空
港
が
脚
光
を
浴
び
て
き
て
い
る
。
中
で
も
北
海
道
の
主
要
空
港
で
あ
る

千
歳
空
港
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
冬
期
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、
十
六
便
余
の
臨
時
国
際
便
を
受
け
入
れ

た
実
績
空
港
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
東
京
以
北
に
国
際
空
港
が
な
い
こ
と
か
ら
、
道
民
が
海
外
旅
行
す
る
場
合
、
東
京
往
復
の
旅

費
な
ど
一
人
当
た
り
七
万
円
も
負
担
増
と
な
り
、
経
済
的
、
時
間
的
な
負
担
、
不
便
が
多
く
、
他
府
県
に
比
べ
、

海
外
交
流
促
進
の
大
き
な
障
害
と
な
つ
て
い
る
。 

近
年
、
北
海
道
に
お
い
て
北
方
圏
諸
地
域
を
始
め
諸
外
国
と
の
経
済
・
文
化
な
ど
の
交
流
が
活
発
化
し
、
北
海

道
民
の
海
外
渡
航
も
昭
和
五
十
二
年
に
は
六
万
六
千
人
と
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
。 
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三 

千
歳
飛
行
場
の
検
疫
体
制
の
整
備
に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
を
持
つ
て
い
る
の
か
。 

一 

最
近
の
新
聞
・
報
道
に
よ
る
と
、
千
歳
空
港
な
ど
数
カ
所
が
国
際
定
期
空
港
の
候
補
地
に
あ
が
つ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
千
歳
空
港
に
国
際
航
空
路
線
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
基
本
的
な
態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

二 

千
歳
空
港
は
、
国
際
民
間
航
空
条
約
の
中
で
、
名
古
屋
空
港
と
同
様
の
代
替
空
港
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら 

 

ず
、
出
入
国
管
理
空
港
の
指
定
の
み
で
関
税
法
に
基
づ
く
税
関
空
港
の
指
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
国

際
便
の
直
接
入
港
が
出
来
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
千
歳
空
港
の
国
際
空
港
化
の
見
通
し
に
関
連
し
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

従
つ
て
、
実
質
的
な
国
際
空
港
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
税
関
空
港
の
指
定
を
早
急
に
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

ま
た
、
検
疫
法
に
基
づ
く
検
疫
飛
行
場
の
指
定
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

四 

 



 

四 

昨
今
の
海
外
旅
行
者
の
増
加
に
よ
り
、
北
回
り
国
際
線
は
一
日
約
二
十
便
が
北
海
道
上
空
を
通
過
し
て
お 

り
、
ま
た
、
北
海
道
か
ら
の
海
外
渡
航
者
の
主
要
渡
航
先
は
、
半
数
が
北
米
、
欧
州
、
東
欧
諸
国
と
な
つ
て
い

る
。
こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
千
歳
空
港
を
国
際
定
期
航
空
路
の
寄
航
地
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

こ
れ
ま
で
千
歳
空
港
に
つ
い
て
は
、
月
二
～
三
回
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
行
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
、
本
格
的

な
チ
ャ
ー
タ
ー
便(

Ｉ
Ｔ
Ｃ)

時
代
を
迎
え
て
大
都
市
空
港(

成
田
、
羽
田
、
大
阪)

の
燃
料
不
足
、
発
着
便
制
限 

等
々
の
理
由
か
ら
、
既
存
国
際
空
港
の
使
用
が
限
ら
れ
、
地
方
空
港
が
利
用
さ
れ
る
も
の
と
予
想
す
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
受
け
入
れ
側
で
あ
る
千
歳
飛
行
場
の
使
用
枠
拡
大
が
必
要
と
な
る
と
思
う
が
、
そ
の
対
応
策
（
航 

ま
た
、
日
米
航
空
協
定
な
ど
、
各
国
の
航
空
協
定
に
対
し
て
提
案
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く
動
物
検
疫
飛
行
場
の
指
定
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

植
物
防
疫
法
に
基
づ
く
植
物
防
疫
飛
行
場
の
指
定
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

空
管
制
業
務
・
空
港
施
設
等
の
安
全
対
策
）
は
ど
う
か
。 

ま
た
、
先
（
昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十
八
日
）
に
金
丸
防
衛
庁
長
官
が
「
週
二
～
三
便
な
ら
ば
協
力
し
た
い
」
と

発
言
し
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の
増
便
を
考
え
て
い
る
の
か
、
取
り
扱
い
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


